
６月４日　4年生　社会「わたしたちのくらしと水」 
 󰳓 単元テーマ：わたしたちのくらしと水 
 
 🧩 本時のねらい：自分たちの問いから学びをつくる『課題設定』に挑戦する 

 前半：レディネステスト 
　どのくらい児童が学びを蓄積してきている

か、簡単なミニテストをして実態を調査しまし

た。 
　回答は、ノートに書き、写真で撮って、ロイロ

で提出してもらいました。 
　ミニテストの結果を見て、知らない、分から

ないは、学習の価値が上がってよいと思いま

したが、あまりにも生活経験や生活基盤のし

くみの理解にばらつきがあるなぁと感じまし

た。 
　やはり社会は、自分たちのくらしを見つめる

ところからはじめ、くらしに学びを返していける

ようにしたいと強く思いました。 

🌱 実践の概要 
本時の後半は、単元導入段階で「課題設定」に重点を置いた学習を行いました。 
 子どもたちが、これからの学習を「自分ごと」として捉えられるように、最初に単元のルーブリック（評
価の見通し）を提示しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



✨ 子どもたちの反応と学びの様子 
「この単元ではどんなことを学んで、どんな力をつけていくのか」—— 
 提示されたルーブリックを見ながら、子どもたちは「どんな学習が必要なのか」を考え、ロイロノートのふせん機能
を使って思いついたことを少しずつ書き出していきました。 

しかし、予想以上に反応は鈍く、「むずかしいなぁ…」「うーん…」という声も。 
 これまで“問いをつくる”ような学習に慣れていなかったことが背景にありそうです。 

そこで教師もいっしょに内容をホワイトボードに書き出しながら、「こんなことが大事になりそうだね」とヒントを与

え、少しずつ思考の方向づけを行いました。 

🧠 指導者のふりかえりと今後の展望 
今回の実践を通して、子どもたちにとって“課題設定”は簡単なことではないと改めて実感しました。 
 だからこそ、今後は「自分で問いを立て、学びの道筋を考える」経験を単元の導入で意図的に育てていく必要が
あると感じました。 

次時は、このふせんで出された内容をもとに、単元全体の学習の流れを一緒に考えていく予定です。 
 「一人で流れをつくる」「全体で一緒に考える」など、いくつかのやり方を試しながら、子どもに合ったスタイルで課
題設定力を育てていきたいと考えています。 

📌 実践のポイントまとめ 
観点 内容 

工夫した点 単元のルーブリックを提示し、学びの見通しを持たせたこと 

子どもの反

応 
「難しい」と感じながらも、ヒントにより少しずつ考え始める姿が見られた 

今後に向け

て 
「問いを立てる力」や「学習計画を立てる力」を育む授業づくりを意図的に組み込

んでいく 
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